
承諾書 
親知らずの抜⻭について 

１． 術後の痛みのピークは、１〜２⽇後です。腫れは、痛みから遅れて２〜３⽇後がピー
クです。鎮痛剤、抗⽣剤を処⽅いたします。 

２． 抜⻭後にブクブクうがいは、絶対に避けて下さい。出⾎が⽌まらなくなり、かさぶた
が出来にくくなり、また⾻が露出するドライソケットという状態で痛みが出ます。 

３． 抜⻭後⼝が開きにくく、頬の⽪膚が内出⾎班で、紫⾊から⻩⾊に変⾊しますが、時間
経過とともに、⾊は消退しますので、⼼配はいりません。 

４． 抜⻭した⻭の隣の⻭が、しみたり、咬むと痛んだりしますが、時間経過とともに、痛
みはよくなります。稀に、⻭の神経の治療が必要な場合があります。 

５． 下顎親知らずの抜⻭の場合、⼿術した側の唇や⻭⾁、知覚異常（しびれ）が出現する
可能性があります。また、稀に⾆の知覚異常や味覚異常が出現する可能性がありま
す。⼀度出現した場合は、⻑期にわたる（約３か⽉〜１年）治療が必要になり、専⾨
の⼤学病院や⿇酔科へご紹介での治療が必要になる場合があります。 

６． 上顎親知らずの抜⻭の場合、⻭根と⿐の副⿐腔（上顎洞）が近接し、⼀時的に⽔や空
気が交通し、⿐⾎が少量出ることがあります。時間経過とともに、感染がなければ閉
鎖していきますので問題はないです。 

７． 抜⻭後に出⾎が⽌まらない場合は、再来院していただき、⽌⾎剤を挿⼊する可能性が
あります。 

８． 抜⻭後に、⾵邪や免疫が低下した場合は、感染が起きる可能性があります。その際
は、消炎⼿術が必要になる可能性があります。 

９． 親知らずの抜⻭の前後２週間は、ワクチン注射の予定は避けて下さい。 
１０． 薬の副作⽤で、お腹が緩くなったり、発疹が出る可能性があります。 
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